
花咲き乱れる春。 新生活に心を躍らせる
人もいるのではないでしょうか。 図書館では
そんな皆さんの学生生活に読んで欲しい小
説を集めてみました。 芥川賞や直木賞を
受賞した名作、 映画やドラマの原作、 世
間で話題になったものなど読んでおいて損は
ないものばかりです！こんな物語を読んで、
あなた自身の「物語」を紡いでみませんか？
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先生の指定図書

指定図書とは、 授業の必読書として推
薦された図書です。 指定図書コーナー
に、 推薦した教員名順に並んでいます。
一般資料とは別に、 2 冊 1 週間貸出
できます。

名作・原作・話題作ちょっと読んでみよう
とっておきの

「物語」がある風景

これから授業で出されるレポートや論文の
課題。 考えるだけでも滅入ってしまいそうと
悩むあなたのために、 レポート ・ 論文作成
に役立つ本を企画展示コーナーの一角に
常設展示しています。 困ったときにはいつ
でもどうぞ。

「レポート・論文お助け本」

レポート・論文に困ったときに

あります

図書館 1階展示本コーナーとは？

1階階段横と、奥のスペースに、それぞれのテーマで

図書館の本を展示しているコーナーです。すべて貸出

できます。

図書館 1階展示コーナーは、 さまざまな企画で展示中！

2階雑誌コーナー配置換えのおしらせ
2 階フロアのリフォームに伴い、 雑誌コーナーの配置を変更しました。
図書館中央に近いほうから五十音順（和雑誌）・アルファベット順（洋雑誌）に並べ替えを行い、
本学発行の冊子（紀要含む）を 2 階コピーコーナーの近くに集めるなど、 見つけやすいように
工夫しています。（※他大学の紀要については全て地下 2 階トマス書庫に移動しました。） 

図書館長
瀧澤仁唱 ( たきざわ　ひとひろ ) 法学部教授

　今年４月から図書館長になった法学部の瀧澤です。 2013 年 4 月から 2 年間館長を
つとめたので、 2 度目の館長です。 よろしくお願いいたします。
　最近では情報をえるのにインターネットを利用することが多くなりました。 私もよく使います（嘘
情報も多いですが）。 紙の本なら一人借り出せば、 その本が返ってくるまで借りられません。
これに対し、 電子書籍は何人でも利用でき、 場所もとりません。 図書館が本を受け入れ
ると収蔵スペースはどんどん減ります。 そのため、 電子書籍導入をよく勧められます。 電子
書籍だけなら、パソコン一台あれば、図書館もいらなくなると思われがちですが、それは間違っ
ています。 電子書籍を提供する会社が倒産したら、 その書籍は読めなくなります。 電子書
籍を読むことができるような永遠のシステムは現在ありません。 パソコンソフトが使えなくなり、
大慌てした人もいます。｢もの｣として存在する書籍が必要なのはいうまでもありません。 しか
し、 電子書籍が普及すれば図書館がいらなくなるという考えに決定的に欠けているのは、
本を読む場、 探す場、 ともに議論する場としての図書館の役割です。 最近では、 本を読
むだけの図書館ではなく、 本を中心に友人どうしでおしゃべりしたりしながら本を読んだりする
スペースとしての役割をもたせる ( ラーニングコモンズ ) にはどうしたらよいかという課題もでてき
ています。 図書館を皆さんがより使いやすいものにすることは、 全国的な、 もっといえば全
世界的な課題になっており、 世界中の図書館関係者が議論し、 新しい試みも行われてい
ます。
　予算削減の大波が図書館に押し寄せています。 予算がないといって本や資料を買うのを
減らしたら図書館の自殺行為です。 図書館は学生、 教職員そして地域の方々のためにあ
ります。 大学近くには｢いずみの国歴史館｣、 宮本武蔵のえがいた掛軸がある 「久保惣記
念美術館」 もあります。 池上曽根遺跡そばには大阪府立弥生文化博物館があるように、
古代より歴史のある土地も近くにあります。 桃山学院大学附属図書館は知識の博物館と
して文化的拠点の役割の一端をになっています。 最古のアレキサンドリア図書館を例にひく
までもなく、 知識を見えるものとする書籍は人類の宝として大切にされてきました。 知識の
博物館を発展させていくためにはその利用者の支えも必要です。 利用者の皆さんからの貴
重なご意見をお聴きしたいと考えています。

新館長あいさつ

電子情報だけで知識が増えるわけではない
新館長あいさつ
2016年度貸出ランキング

MOTTの素
図書館Quest2017

企画展示いろいろ
図書館Quest 遊び方
図書館設備のおしらせ
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もっと図書館を使いたくなる

桃大生のための図書館通信

この MOTT13 号には図書館の館内地図が掲載されています。
この地図の番号のところに行くと、 「謎の書」 に書かれた謎が出
てきます。
謎は 2 択問題もあれば、 資料探しの問題などもあります。
ただ、 謎を解くだけでは済まされてないのが 「図書館 Quest」
の恐ろしいところ。
各チェックポイントの謎の書に、 「key Word」 と書かれた欄が
ないかを確認してください。 key Word を見つけたら、 地図の
下の key Word 記入欄に書きとめてください。
正解のチェックポイントを全て廻ると、 宝箱を開けるためのヒント
が出てくるようになっています。

謎の書

館内地図

英語多読本コーナーが 4 月からリニューアルオープンしました。 心地よく、 穏やかな場所でありな
がら、 この場所を利用する皆さんの学習に対するモチベーションが上がるような空間となることを
願って、「CALM（Comfortable Area for Learning and Motivation）」 と命名しました。
また、 4 月からは英語読本の貸出冊数が 2 冊から 5冊に、 貸出期間も 5 日間から 7日間
になります。 ぜひたくさん活用してください！

新しい英語多読本コーナーが完成しました！

桃大図書館通信 MOTT 第 13 号はいかがでしたか。今回は、「新入生歓迎特別号」として、MOTT の素では初年次ゼミ（全

90 クラス）の新入生図書館オリエンテーション「図書館 Quest2017」で使うマップを載せています。オリエンテーショ

ン終了後も館内探索に活用いただければと思っています。昨年度の入館者数は 218,562 名（学生１人当たり 33.1 回）、貸出冊数は 41,615 冊（学生

１人当たり 6.3 冊）となりました。今年度ももっと図書館を利用してもらえるよう情報発信をしていきますので、楽しみにしてください。(k)

編 集 後 記

図書館書評賞募集中！
今回で 12回目となる「桃山学院大学図書館書評賞」の応募を受け付けてい
ます。書評対象図書は、原則初版出版後 5年以内で本学図書館所蔵の図書
です。応募の締め切りは、夏期休暇明けの 9月 29日（金）午後 5時です。
提出先は、図書館 1階メインカウンターです。詳細は、図書館HP、ポスター、
M-Port をご覧ください。皆様の応募をお待ちしております。

2016 年度
貸出ランキング

『羊と鋼の森』 宮下奈都著
913.6||MI83　
２階一般書架

『国際条約集 2015』 田喜三郎 , 
高野雄一編　329.09||KO51
参考図書／ B２集密 A

9-10 位

『聲の形 5』 大今良時著
726.1||O32　
マンガコーナー／２階

『聲の形 7』 大今良時著
726.1||O32　
マンガコーナー／２階

7-8 位

6位

5位

『An introduction to Japanese 
society 4th ed』 Yoshio Sugimoto
302.1||SU38　B２書庫 -D

4位

『異界を覗く』 小松和彦著
380.4||KO61　２階一般書架

3位

『Do! ソシオロジー : 現代日本を社会学
で診る 改訂版』 友枝敏雄編 , 山田真
茂留編
361||D81　指定図書／１階

2位

『異文化への視線 : 新しい比較文学の
ために』 佐々木英昭編
901.9||N27　指定図書／１階

1位



桃山学院大学附属図書館　

新入生オリエンテーションプログラム

謎が謎をよぶ !?

チェックポイントに隠された秘密を解き明かすことが

できるのか !!


